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記

１．2027年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値と実績との差異（2026年４月１日～2026年９月30日）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

1株当たり
中間純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 47,210       810          873          550          54.97 

実績値（Ｂ） 48,030       1,263        1,075        876          100.26 

増減額（Ｂ－Ａ） 820 453 202 326 

増減率（％） 1.7 56.0 23.2 59.5 

（ご参考）前期第２四半期実績
（2026年３月期第２四半期）

45,853       986          1,040        689          68.96 

２．2027年３月期通期連結業績予想数値の修正（2026年４月１日～2027年３月31日）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

1株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 96,800       2,150        2,380        1,500        149.92 

今回発表予想（Ｂ） 98,380       2,560        2,500        1,620        204.77 

増減額（Ｂ－Ａ） 1,580 410 120 120 

増減率（％） 1.6 19.1 5.0 8.0 

（ご参考）前期実績
（2026年３月期）

93,673       2,133        2,374        1,470        147.05 

３．差異及び修正の理由

（注）本資料に記載されている業績予想につきましては、本資料の発表日現在において当社が入手している情報及び
　　　合理的であると判断する一定の前提に基づき作成したものであり、実際の業績は今後の各種要因によって予想
　　　数値と異なる可能性があります。

以　上

　売上総利益率の改善や水道光熱費の削減等により営業利益が前回発表予想を上回る見通しとなりました。なお、
自己株式取得のために資金調達した借入金の支払利息（営業外費用）の増加が見込まれるものの、営業利益の増加
により経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益につきましても前回発表予想を上回る見通しとなったため、
通期連結業績予想を上方修正いたします。

2027年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想と実績値との差異
及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ

　2026年５月12日に公表いたしました2027年３月期第２四半期（中間期）の連結業績予想値と、本日公表いたしまし
た実績値との間に差異が生じましたので、お知らせいたします。
　また、2026年11月10日開催の取締役会において、通期連結業績予想について、下記の通り修正することを決議いた
しましたのでお知らせいたします。

（１）2027年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値と実績との差異
　当初予想は自己株式取得及び第三者割当による自己株式処分に関する費用を販売費及び一般管理費に計上するこ
とを見込んでおりましたが、実績値を営業外費用に計上することとしたため、営業利益は前回発表予想を大幅に上
回る結果となりました。
　また、第３四半期連結会計期間に予定していた閉鎖した賃貸店舗の土地売却を当第２四半期連結会計期間に実施
し、固定資産売却益（特別利益）を計上したこと等により、親会社株主に帰属する中間純利益が前回発表予想を大
幅に上回る結果となりました。

（２）2027年３月期通期連結業績予想数値の修正


